
を
襲
っ
た
場
合
、
避
難
所
に
多
数
の

市
民
が
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
帰
宅
困
難
者
の
受
け
入
れ
は

大
き
な
課
題
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
、

帰
宅
困
難
者
に
対
し
、
新
た
な
避
難

場
所
を
確
保
し
、
保
護
す
る
体
制
を

整
備
す
る
に
は
鉄
道
事
業
者
や
駅
周

辺
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

財
源
補
て
ん
の
状
況

委
員　

市
税
等
の
減
収
に
よ
り
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
る
と
思
う
が
、
平

成
23
年
度
予
算
に
お
け
る
財
源
補
て

ん
の
状
況
を
聞
き
た
い
。

財
政
担
当
参
事　

23
年
度
予
算
で

は
、
一
般
会
計
と
公
共
用
地
特
別
会

計
で
約
33
億
円
の
財
源
不
足
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
基
金
と
臨
時
財

政
対
策
債
で
補
て
ん
を
行
っ
て
い

る
。
基
金
に
つ
い
て
は
、
21
年
度
に

基
金
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
毎
年

13
億
６
０
０
０
万
円
を
取
り
崩
す
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
臨
時
財
政

対
策
債
に
つ
い
て
は
、
23
年
度
に
18

億
円
の
借
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
、財
源
不
足
が
更
に
拡
大
し

て
い
く
危
険
性
が
あ
る
た
め
、行
財

政
改
革
を
推
進
す
る
な
ど
、歳
入
に

見
合
っ
た
歳
出
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

観
光
の
総
合
的
な
取
組

委
員　

本
市
の
観
光
に
つ
い
て
は
、

農
業
や
文
化
施
設
、
企
業
等
と
様
々

な
連
携
を
行
い
、
総
合
的
な
取
組
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
の
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長　

工
場
見
学
ツ
ア
ー

や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
取
体
験
な
ど

参
加
型
の
ツ
ア
ー
を
関
係
団
体
等
と

連
携
し
な
が
ら
実
施
し
、
好
評
を
得

て
い
る
。

　

ま
た
、
府
中
市
観
光
振
興
プ
ラ
ン

検
討
協
議
会
で
は
、
テ
ー
マ
性
が
高

く
四
季
を
通
じ
て
魅
力
の
あ
る
観
光

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
の
提
言
が
出

さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
、
本
市
が
有

す
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
観
光
資

源
を
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
活
用
し
つ
つ
、
新
た
な
観
光
資

源
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
も
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

ご
み
減
量
の
今
後
の
取
組

委
員　

本
市
で
は
、ご
み
50
％
削
減
、

リ
サ
イ
ク
ル
日
本
一
を
目
指
し
、
ご

み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
そ

の
達
成
状
況
と
今
後
の
具
体
的
な
取

組
を
聞
き
た
い
。

ご
み
改
革
推
進
本
部
長　

平
成
15
年

度
に
策
定
し
た
府
中
市
環
境
基
本
計

画
で
は
、「
ご
み
50
％
削
減
」、「
リ

サ
イ
ク
ル
日
本
一
の
実
現
」、「
す
べ

て
の
市
民
、
事
業
者
と
の
協
働
に
よ

る
循
環
型
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
、
13
年
度
の
ご

み
量
を
基
本
と
し
た
削
減
目
標
を
50

％
と
し
て
い
る
。
22
年
度
現
在
で
、

約
38
％
の
ご
み
減
量
が
達
成
さ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
調
布
市
と
共
同
研
究
し

て
い
る
生
ご
み
の
資
源
化
施
設
の
取

組
状
況
に
つ
い
て
、
22
年
度
中
に
中

間
報
告
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

郷
土
の
森
複
合
施
設（
仮
称
）

委
員　

新
た
に
開
設
さ
れ
る
郷
土
の

森
複
合
施
設
（
仮
称
）
の
行
政
目
的

は
。
ま
た
、
行
政
の
目
的
外
使
用
エ

リ
ア
の
使
い
方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

本
施
設
は
、
府
中

市
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
整

備
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
訪
れ
る
人

が
く
つ
ろ
げ
る
休
憩
の
場
や
地
元
農

産
物
な
ど
の
買
い
物
の
場
、
飲
食
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市

の
観
光
産
業
等
の
魅
力
を
発
信
す
る

新
た
な
観
光
拠
点
施
設
と
し
て
、
活

力
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
飲
食
エ
リ
ア
は
来
館
者
に

対
す
る
利
便
性
向
上
の
た
め
飲
食
事

業
者
に
使
用
を
許
可
し
、
物
販
エ
リ

ア
は
多
く
の
来
訪
者
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
府
中
観
光
協
会
が
運
営
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

市
債
借
入
額
の
上
限

委
員　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
債

に
つ
い
て
借
入
額
の
上
限
を
30
億
円

以
内
と
し
て
い
た
が
、
現
在
は
40
億

円
か
ら
50
億
円
と
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
そ
の
変
更
理
由
を
聞
き
た
い
。

財
政
担
当
参
事　

平
成
19
年
度
に
財

政
見
通
し
を
作
成
し
、
借
入
額
の
上

限
を
、
20
年
度
か
ら
25
年
度
の
間
は

平
均
50
億
円
、
26
年
度
以
降
は
40
億

円
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
小
・
中
学

校
の
耐
震
化
な
ど
の
大
規
模
事
業
を

実
施
す
る
に
当
た
り
、
当
時
の
公
債

費
比
率
の
目
標
で
あ
る
10
％
を
維
持

で
き
る
範
囲
で
計
画
を
立
て
、
見
直

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
22
年
12
月
に
見
直
し
た
行

財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
で
は
公
債
費

比
率
の
目
標
を
８
％
以
内
と
し
て
お

り
、
20
年
後
に
お
い
て
も
目
標
数
値

を
維
持
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
等
接
種
助
成

委
員　

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
及
び
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
接
種
に
対
す
る

助
成
を
実
施
す
る
が
、
同
時
接
種
に

よ
る
死
亡
事
例
が
国
内
で
発
生
し
た

た
め
、
両
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
自
体
を

一
時
的
に
見
合
わ
せ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
市
の
対
応
と
安
全
確
認

に
係
る
取
組
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

国
の
研
究
機
関
に

よ
る
会
議
で
は
、「
同
時
接
種
と
の

明
確
な
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
更
に
入
手
可
能

な
情
報
を
次
回
の
同
会
議
ま
で
に
収

集
す
る
」
と
し
て
お
り
、
市
と
し
て

も
今
後
の
同
会
議
の
結
果
を
踏
ま
え
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。
安
全
確
認

に
係
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
国
の
研

究
機
関
に
よ
る
結
果
等
の
情
報
を
収

集
し
、
25
市
と
連
携
し
調
整
す
る
中

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

発
掘
文
化
財
の
保
存
管
理

委
員　

本
市
に
は
、
武
蔵
国
府
跡
御

殿
地
地
区
や
武
蔵
府
中
熊
野
神
社
古

墳
な
ど
発
掘
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財

や
未
発
掘
の
文
化
財
も
数
多
く
あ
る

と
思
う
が
、
価
値
を
損
ね
る
こ
と
な

く
保
存
管
理
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
発
掘
文
化
財
の
保
存
等

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
管
理
・

活
用
を
し
て
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

市
で
は
、
35

年
以
上
に
渡
っ
て
進
め
て
き
た
発
掘

調
査
の
成
果
を
も
と
に
、
平
成
23
年

４
月
に
ふ
る
さ
と
府
中
歴
史
館
を
開

館
す
る
予
定
で
あ
る
。
同
館
で
は
、

市
民
と
協
働
し
て
地
元
府
中
に
し
か

な
い
貴
重
な
文
化
財
を
保
存
等
す
る

と
と
も
に
、
観
光
的
活
用
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平成 23年度各会計別予算額
区　　分 平成23年度 平成22年度 伸び率（％）

一　般　会　計 883億5000万円 　 889億5000万円 　  △  0.7

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険 214億4625万6千円 209億3312万6千円  2.5

後期高齢者医療 35億6444万円 　 34億9770万円  1.9

老人保健医療 0円 465万円 －

介 護 保 険 118億2098万1千円 112億9188万6千円  4.7

競 走 事 業 1182億7895万8千円 1048億5718万5千円  12.8

公 共 用 地 30億7529万2千円 16億7609万円  83.5

下 水 道 事 業 38億9856万4千円 38億5518万3千円  1.1

火災共済事業 948万8千円 964万1千円 △  1.6

計 1620億9397万9千円 1461億2546万1千円  10.9

合　　計 2504億4397万9千円 2350億7546万1千円  6.5

歳
入

８
８
３
億
５
０
０
０
万
円

歳
出

市税
473億4628万7千円
（53.6％）

市税
473億4628万7千円
（53.6％）

民生費
419億753万4千円
（47.4％）

民生費
419億753万4千円
（47.4％）

教育費
135億3556万5千円
（15.3％）

教育費
135億3556万5千円
（15.3％）

総務費
94億9621万3千円
（10.8％）

総務費
94億9621万3千円
（10.8％）
衛生費
78億9573万
3千円（8.9％）  

衛生費
78億9573万
3千円（8.9％）  

土木費
64億2965万
8千円（7.3％）　

土木費
64億2965万
8千円（7.3％）　

その他
90億

8529万
7千円

（10.3％）

その他
90億

8529万
7千円

（10.3％）

国・都支出金
233億2432万1千円
（26.4％）

国・都支出金
233億2432万1千円
（26.4％）

市債
36億9280万円
（4.2％）

市債
36億9280万円
（4.2％）

繰入金
26億9926万2千円
（3.1％）

繰入金
26億9926万2千円
（3.1％）

その他
112億
8733万円
（12.7％）

その他
112億
8733万円
（12.7％）

平成 23年度一般会計予算款
かん

（科目）別内訳

中
央
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能

委
員　

中
央
防
災
セ
ン
タ
ー
が
こ
の

度
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
際

し
て
、
ど
の
よ
う
な
面
で
機
能
を
発

揮
し
た
か
聞
き
た
い
。

危
機
管
理
担
当
参
事　

平
成
23
年
３

月
11
日
に
発
生
し
た
同
地
震
は
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
記
録
し
た

未
曾
有
の
巨
大
地
震
で
あ
り
、
本
市

で
も
震
度
５
弱
を
記
録
し
た
。
市
で

は
同
日
午
後
３
時
に
災
害
対
策
本
部

を
設
置
、
午
後
４
時
に
は
中
央
防
災

セ
ン
タ
ー
災
害
対
策
本
部
室
に
災
害

対
策
本
部
長
以
下
本
部
員
が
参
集

し
、
収
集
し
た
情
報
に
基
づ
き
駅
前

帰
宅
困
難
者
の
対
応
な
ど
本
市
の
災

害
対
策
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
消
防

署
及
び
警
察
署
か
ら
の
職
員
派
遣
に

よ
り
、
消
防
、
警
察
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
、
市
内
の
災
害
状
況
を
把
握

し
、
的
確
な
対
応
を
行
っ
た
。

震

災

対

策

の

課

題

委
員　

今
回
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
本
市
の

震
災
対
策
に
お
け
る
課
題
な
ど
は

あ
っ
た
か
。

危
機
管
理
担
当
参
事　

鉄
道
の
運
行

停
止
に
よ
り
、
市
内
の
各
駅
で
駅
前

滞
留
者
、
帰
宅
困
難
者
が
多
数
出
現

し
た
。
今
回
は
避
難
所
に
避
難
す
る

市
民
が
い
な
か
っ
た
た
め
帰
宅
困
難

者
の
受
け
入
れ
に
は
円
滑
な
対
応
が

で
き
た
が
、
同
規
模
の
地
震
が
本
市
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